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Ⅰ RFe2As2化合物の試料育成と物性研究 

Single Crystalline Preparation and Study of Magnetism in RFe2As2 Compounds 
 

池田修悟・小林寿夫 
Ikeda, S., Kobayashi, H. 

 
 近年 FeAs を含む遷移金属化合物が、元素置換や圧力を加えることで超伝導になることが発見

された。我々は、フラックス法による化合物育成環境を整えることで、FeAs 系化合物の中でも

AFe2As2(A : Ca, Sr, Eu)の単結晶を育成し、メスバウアー測定から磁性と超伝導の研究を行って

いる。特に EuFe2As2は、常圧で Fe サイトが SDW 転移を示すことが知られているが、単結晶

によるメスバウアー測定から、Fe サイトの磁気構造を決めることができた。 
 
 

Ⅱ 高圧力下 3d 遷移金属化合物の物性研究 

Study of Magnetism in 3d Transition Metal Compounds under High Pressure 
 

小林寿夫 
Kobayashi, H. 

 
 Fe2P における複合極限環境下での磁気的性質について 57Fe 核共鳴前方散乱法とメスバ

ウアー分光法を用いることで明らかとした。一方、イルメナイトの室温・高圧力下 57Fe メ

スウアー分光測定から、常圧力下 Fe2+イオン状態から電荷分離している可能性を発見した。

さらに、高圧力下 151Eu 核共鳴前方散乱法により EuNiO3 の量子臨界点が 11 GPa 程度であ

ることを見出した。 
 
 

Ⅲ （磁気）コンプトンプロファイル測定による電子状態の

研究 
Study of electronic states in Magnetic Material by using (magnetic) Compton 

profile measurement 
 

                       小泉昭久・小林寿夫 
                      Koizumi, A., Kobayashi, H. 
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他研究機関・他研究室との協力のもとに、重い電子系 及び その参照物質（CeRu2Si2、
LaRu2Si2）を対象にして、高分解能コンプトンプロファイルの角度依存測定を行い、その二次

元再構成解析から運動量密度分布及び電子占有数密度を求め、f-電子の遍歴・局在性の変化につ

いての研究を展開した。また、磁気コンプトンプロファイル（MCP）がスピン磁気モーメント

の大きさのみに比例するという特徴を利用して、放射光を用いたスピン磁気ヒステリシス測定の

開発を行なった。 

また、Fe3O4 を試料とした二次元再構成解析から Verwey 転移での電子局在化とスピン状

態との関係を明らかとした。さらに、高圧力下での測定の試みも行った。 

 
 

Ⅳ 希土類・ウラン化合物の高圧力下構造と磁性の研究 
Study of Structure and Magnetism in Rare Earth and Uranium Compounds under 

High Pressure 
池田修悟・小林寿夫 

Ikeda, S., Kobayashi, H. 
 

 電荷秩序 Sm4Bi3 化合物の高圧力下・低温での
139Sm 核共鳴前方散乱法測定を行った。そ

の結果を基に Sm イオンの電子状態の圧力依存性を検討した。Eu4As3 化合物で高圧力下Ｘ線

回折測定の詳細な解析により、結晶構造変態を伴わずに電荷秩序が融解する現象を発見した。ま

た、スックテルダイト化合物の希土類イオンの格子振動モードを X線の非弾性散乱と核共鳴非弾

性散乱を用いて直接観測し、局在モードとの関係を議論した。37.133 keV 121Sb 核共鳴散乱用

高分解能モノクロメータを設計・立ち上げを行いスックテルダイト化合物 Sb サイトの格子振

動モードの観測を試みた。 

ウランカルコゲナイド化合物金属強磁性体 UTeS と常磁性半導体β−US2 は、同じ結晶構

造を持ちながら、磁性と伝導は大きくことなる。この常磁性半導体β−US2に対して、圧力下

電気抵抗測定を行った。その結果、圧力誘起強磁性が出現し、電気伝導が半導体から金属

に移り変わることが分かった。特に、最高圧力 8 GPa でのβ−US2 の電気伝導は、UTeS の

伝導に近づいている。一方で、常圧のβ−US2 は、強磁性転移寸前の状態であり、ウランの

5f 電子は、磁気ポーラロンを形成していることが分かった。 
 
 

V レーザー逆コンプトン散乱による円偏光高エネルギー

γ線の発生と磁気コンプトン散乱測定への応用 

Generation of circularly polarized high energy γ-ray by laser-Compton scattering  
and its application to magnetic Compton scattering measurement 

                               小泉昭久 
                      Koizumi, A. 
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ニューズバルの BL1 において、電子ビームとレーザー光との逆コンプトン散乱による円偏光

高エネルギーγ線の生成とその応用実験についての研究を行っている。位相子を用いてレーザー

光の円偏光の向きを切り替えることによって、発生するγ線の円偏光を制御することができる。

これを利用して、偏光切り替えによる磁気コンプトン散乱測定を行なうことに成功した。 
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